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「国語科教育法」をどのように扱うか
－「メタ授業」としての要素を生かすために－
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1「国語科教育法」の重要性
大学で国語科教師教育を担当している。毎年
多くの教師志望の学生や院隼と接する担抜ぢが，
彼らを魅力ある国語教師に育成したいという切
実な目標がある。2007年現在，現代日本は深刻
な少子化の時代を迎えて，学習者の質的な変容
が問題になりつつある。たとえば高校生の大学
への進学に対する考え方も，従前とは明らかに
様変わりしている。苦労をして尊いものを獲得
しようという意識は後景に退いて，徹底したエ
ンターテインメント志向がはびこるようになっ
た。大学入試のシステムも従前とは異なって，
推薦入試を中心とした多様な形態の試験が導入
されつつある。教員志望の学生が自らの経験の
みを頼りに学習者の実像を把握しようとする方
向には，限界が見えてくる。多様な学習者に対
応することができるような，柔軟な感性を持っ
た教師を養成しなければならない。加えて，一国
際化が加速する時代の中で，国語教師の在り方
も大きく見直される必要がある。
わたくLは早稲田大学教育学部において1997
年度から継続して「国語科教育法」を担当し，
2002年度からは国語科教員免許取得希望者が履
修を義務付けられた「国語表現論」も担当して
いる。これらの担当科目の授業内容に関わる間
題意識に関しては，いくつかの機会に公表して
きた1。加えて，大学の授業改善に向けての提
言もまとめてきた2。そこで本稿ではこれまで
に諭じてき皐内容を路をを軋れら、，＿「国語科教
育法」の授業の効果的な扱い方に焦点を絞って，
特に「メタ授業」と称すべき側面3を中心に，
国語科教師教育の課題に関して実践に即した提
言をする。
早稲田大学を2007年に卒業した学生の教員免
許取得状況は，学部・大学院を合わせた卒業者
11685名中986名である4。また卒業後に教職に
就いた学生の状況は，大学院修了者を含めて，
2005年の卒業生が129名，2006年が108名，2007
年が118名となっている5。このように多くの
学生が教員免許を取得して教職に就くという現
状において，教職課程教育としての教師教育の
在り方を検討するのはきわめて重要な課題であ
ると認識しなければならない。さらに2008年度
には教育学部教育学科に新しく初等教育専攻が
設置され，小学校の教員免許も取得できるよう
になった。中等教育のみならず，初等教育をも
含めた教員養成を考える必要が生ずることにな
る。
1990年に設置された大学院教育学研究科では，
現職の教員も在籍して研究に携わっている。大
学院においては，現職教員の研修という意味で
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の効果的な教師教育も展開される必要がある。
2008年度からは新たに大学院教職研究科が新設
されることになり，学部と大学院とが連携して
効果的な教師教育の実現を目指すこ‾とも重要な
課題になった。わたくLは学部と大学院の双方
を担当するという立場を生かして，「国語科教
育法」の授業構想を検討している。それは，た
とえば大学院生に「国語科教育法」の授業への
参加を依頼し，学部学生とともに国語教育の問
題を検討するという方向であるが，特に2006年
度と2007年度の授業では，博士後期課程に在籍
する中国からの留学生が授業一に参加する－こ之に
よって，日本と中国の国語教育の比較というテー
マの授業を取り入れている。
現在，高専教育に関わる授業研究が盛んにな
り，大学の授業改善に向けて様々な方策を試み
る必要性が問われている6。大学は研究の場で
あると同時に高等教育の場でもある。大学教員
は授業内容の充実を図るべく努力しなければな
らない。そこで本稿では，担当する「国語科教
育法」を中心とした授業内容に即して，大学に
おける授業改善に向けての実践的な提言という
側面にも配慮した論述7を試みる。
2　「国語科教育法」の位置
まず早稲田大学教職課程のカリキュラムにお
け‾る丁国語科教育法」の位置を確認すると，
「国語科教育法1・2」を通年4単位の科目と
して，中学校・高等学校国語科の教員免許取得
希望者全員の必履修科目としている。さらに
「国語科教育法3」は特に中学校の教員免許取
得希望者全員を対象とした，「国語科教育法4」
はさらに充実した教職教養の習得を志す受講希
望者を対象とした半期の科目として，それぞれ
設置されている。
「国語科教育法」は，受講者を「教育実習」
へとつなぐ科目として位置付けられている。す
なわち，教育実習における教壇実習で国語科の
授業が展開できる力量を，すべての受講者が身
に付けるような扱いを心かけなければならない。
にもかかわらず，実習校の側からは毎年多くの
問題点が指摘される。多くの実習校に共通する
問題点は，担当するクラスに対して授業を展開
するのに必要な基本的スキルの欠如ということ
である。特に問題になっているのは，学習者へ
の配慮という点であろう。一一すなわち，実習生は
教師主導型の一方向的な授業を展開することが
多く，一人ひとりの学習者に対する対応が十分
になされていない。たとえば実習中の研究授業
で必ず目撃するとも言える次のような場面に，
教育実習生の課題が集約的に現れている。
学習者全体に実習生がとある発間を投げかけ
る。その発間に対して教室前方の席の学習者が
反応し，発言を希望して挙手をする。実習生は
即刻その学習者を指名して発表させる。そのと
き，多くの実習生は自分自身が発表した学習者
の発言を理解できたことから，直ちに賛意を表
明し，評価する。ところが教室の後方で聞いて
いると，発表した学習者の声が小さくて，その
発言内容を聞き取ることができない。にもかか
わらず，実習生はそめような実態を確認もせず
に次の発間に移ってしまう。教室の多くの学習
者は実習生と発言者とのやり取りを把握するこ
とができず，自ずと関心が授業から遠ざかるこ
とになる。実習生は，指名した学習者の発言内
容が教室全体に聞こえたかどうかを，まず確認
すべきであった。聞こえていないことが判明し
た場合には，再度発言を依頼するなり，発言者
「国語科教育法」をどのように扱うか－「メタ授業」としての要素を生かすために－（町田）　　3
に代わって発言内容を反復するなどの措置が必
要不可欠になる。授業のスキルとはたとえばそ
のような場面に端的に現れる。そこで大学の教
師教育において，授業に臨む際の基本的なスキ
ルの育成はきわめて重要な課題となる。
沖縄国際大学の『国語科教職課程の展開一国
語科教育実践力の探求』（渓水社，2006．3）で
は，実習校の側から指摘された以下のような課
題が掲げられている。
①　教材研究が不十分で学習指導案を自分で作
成できない。
②　声が小さくて生徒に届かない。
③　板書が遅く誤字や筆順の誤りが多い。
④　無表情で，生徒を引きつける授業になって
いない。
⑤　生徒自身が学習活動の主体となる工夫が足
りない。
⑥　進度が遅い。
⑦　授業に活気がない。居眠りしている生徒を
放置している。
⑧　視線が教科書や指導案にばかりいっていて，
生徒一人ひとりの反応を見ていない。
⑨　生徒の考えを引き出し，まとめていくこと
ができない。
⑲　授業を行うことで精一杯なため生徒の学習
活動を褒めてやるべき場合でも適切な評価
ができていない。
⑪　学習指導案通りの授業しかできず，生徒の
学習活動への柔軟な対応ができていない。
⑫　言葉遣いが乱暴である。
⑬　教える態度がおとおどしていて落ちつきが
ない。
ここに挙げられた課題は，教育実習生を受け
入れている多くの教育現場が共通して指摘する
問題点である。中でも，担当するクラスに対し
て1時間の授業を展開するのに必要なスキルの
欠如という点は，深刻な問題となっている。改
善を要するのは，学習者への配慮の不足という
点であろう。特に前記の⑤，⑧，⑨，⑩，⑫の
問題は，実習生が一人ひとりの学習者への配慮
が十分にできていないことに起因する。「国語
科教育法」において，いかに学習者に配慮した
授業を展開するかという点を受講者に徹底する
必要がある。本稿では授業における学習者への
配慮という点を教師の重要なスキルとして把握
し，そのスキルを育成するための一つの方法と
して「メタ授業」と称すべき要素を位置付けた
いと思う。
学習者への配慮を徹底するための授業のスキ
ルには，様々な方向性がある。決して単一な技
術を習得すればよいということではない。いく
つかの要素が重層的に組み合わされて，効果を
発揮するものである。その点を最も簡単に，か
つ具体的に受講者に指し示すために，教科教育
法における「メタ授業」という要素を重視する
ことにしたい。すなわち，「国語科教育法」の
授業そのものを，学習者すなわち受講者の学生
に対する配慮が明確になるように展開すること
が授業の基本的な方向性である。その授業を受
講した学生は，まさに身をもって授業のスキル
を体得することができる。「メタ授業」の具体
的な内容に関しては，後の節で言及する。
3　教育現場との交流をどのように実現するか
「メタ授業」の話題に入る前に，まず「国語
科教育法」の授業に際しての具体的な目標につ
いて考察しておきたい。わたくLは，「国語科
教育法」の目標を次の2点に絞って扱うことが
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できると考えている8。
①　国語教育に関する受講者の興味・関心を喚
起し，教職に対する意識を高める。
②　国語教育の今日的課題に関する認識を深め，
受講者が自ら問題意識を持って授業を構想
し，実践することができるようにする。
第二の授業実践に関わる力量形成に関しては，
当然のことながら授業の明確な目標になるわけ
だが，その前にまず興味・関心の喚起と現状の
把握を主要な目標として掲げる必要がある。授
業を担当する教師としてまず必要なことは，国
語教育に自らが興味・関心を抱くことである。
「国語科教育法」を通して，国語教育がいかに
興味ある領域かということを受講者に実感させ
なければならない。国語教育に関する興味・関
心を有することが，意欲的な授業実践を実現す
る源となる。「国語科教育法」の授業において，
興味・関心の喚起という要素はきわめて重要な
目標と考えられる。国語教育に対する興味・関
心が育成されれば，教育実習という課題と向き
合う姿勢にも自ずと意欲が出てくる。それは，
受講者が主体的に授業を展開するためのスキル
を身につけるための重要な前提であり，実習の
成功へと直結する要素にはかならない。
前記の2点に絞って目標を設定したうえで，
続いて「国語科教育法」の授業をどのように展
開する‾かを検討する。基本的な授業の方向とし
て特に配慮すべきは，次の3項目である。
①　中学・高等学校の教育現場との交流を重視
する。
②　講義法による授業より受講者の研究発表お
よび模擬授業を中心とした授業を展開する。
⑧　「国語科教育法」の授業そのものをテクス
トとした入れ子構造型の授業を目指す。
以下，この3項目の内容にそれぞれ具体的に
言及する。まず，最も重視するべき教育現場と
の交流について考えてみたい。
授業において教育現場との関連に配慮するこ
とは，きわめて重要な方向である。国語教育は
単なる座学ではなく，教育実践を常に伴ってい
る。そこで「国語科教育法」では，現場との交
流が実現できるような工夫が必要である。受講
者が単に大学の教室の中という空間で授業を受
けるだけでなく，中学・高校の現場と様々な形
で結ばれるように配慮する。具体的には，次の
ような方法によって現場との交流を推進するこ
とができる。
①　中学校・高等学校の教師を大学の教室に招
いて講話を依頼し，受講者からの質疑応答
を通した交流をする。
②　中学校・高等学校の教師に協力を依頼し，
教育現場での公開授業を企画して受講者に
参加を促す。
③　中学校・高等学校の学習者と，国語科の学
習課題を通した交流をする。
第一の方法は，講話を依頼できる教師を確保
することができれば，実現はさほど困難ではな
い。早稲田大学では通常授業における特別講師
の招聴制度を用いて，正式に招噂することがで
きる。中学校・高等学校の教育現場で国語科を
担当する教師を招噂し，「国語科教育法」の授
業時にいくつかのポイントを掲げて，それに即
した講話を依頼する。なお講話の際の具体的な
ポイントとしては，次のような内容を提案する。
①　教育実習時に特に心かけるべきこと。
②　教師になるための具体的な手順と留意事項。
③　いまの教育現場の実情とそれに即した指導
の在り方。
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④　特に国語教育の現状と具体的な授業の工夫。
これらの点に関して50分の講話を依頼し，そ
の後引き続き受講者の学生からの質問に対応し
てもらうことにする。現場教師の招職によって，
受講者は教育現場に強い関心を寄せつつ，まさ
に教育現場の「いま，ここ」を理解することが
できる。わたくLが担当する「国語科教育法」
では，毎年必ず複数の現場教師を招噂して授業
時に講話を依頼している。複数の教師に依頼す
るのは，特に中学校担当者と高等学校担当者，
男性教師と女性教師，教職経験が浅い若手教師
と十分な経験を積んだベテラン教師という規準
を設けて，それぞれの立場から講話を依頼する
のが効果的という判断に基づく。
現場教師の講話に関しては，教育現場の状況
および教師の仕事の実態がよく理解できるとい
う評価が多くの受講者から寄せられる。さらに
国語科の担当者ならではの，国語科の授業に関
する問題に踏み込んだ講話も好評であった。こ
の試みは「国語科教育法」の効果的な扱いを考
える際に，可能な限り取り入れたい方向である。
現場教師を授業に招噂するのはすべての受講
者に還元できる企画であるが，続けて希望者の
みを対象とした計画を紹介する。それは受講者
に直接教育現場に足を運んでもらうという方向
である。教育実習に先立って教育現場を直接知
ることは意義深いものであるが，この計画は中
学校・高等学校側の事情から日時を設定する必
要があるため，希望者のみを対象という形態に
ならざるをえない。
授業を担当する基本的なスキルは，授業に直
接接するところから得られるものである。そこ
で現場教師による公開授業を企画し，希望する
受講者を参加させることによって，実習の前に
直接現場の授業の雰囲気を体験させるようにす
る。この企画には，公開授業を実施する現場教
師のみならず，その学校側の全面的な協力が必
要になる。早稲田大学には，附属・系属の学校
があることから，わたくしの授業では大学の系
列校に依頼して毎年公開授業を実施している。
そして第三の方法の具体例は「交流作文」と
称して実施しているもの9だが，これはまず
「国語科教育法」の授業で作文指導の問題を扱
う際に，受講者に中学生・高校生を対象とした
短作文の課題を工夫させる。受講者の学生が作
成した課題は，現場の学習者に届けて取り組ま
せる。学習者が書いた作文は，改めて出題者の
学生にフィードバックして評価をさせる。評価
の済んだ作文は，再度課題に取り組んだ学習者
のもとに返却をする。このような課題作文の往
復によって，大学生と現場の学習者との交流が
実現する。この試みは，直接学生が現場の学習
者の反応を知ることができることから，貴重な
収穫となる。この方法は作文指導の課題に限定
せず，例えば文章の読解指導における学習課題
について次のように扱うこともできる。中学校・
高等学校の授業で用いている教材を大学の授業
で取り上げて，「学習の手引き」としてどのよ
うな課題がふさわしいのかを検討する。その結
果個々の受講者（学生）が考案した学習課題を
中学生・高校生に与えて取り組ませたうえで，
その結果を学生に評価させる。さらにその結果
を学習者にフィードバックすることによって，
相互に学び合うことができる。ただしこのよう
な試みに関しては，「国語科教育法」担当者と
現場教師および学校側との間に，全面的な協力
体制が必要になる。
以上のような形態を通して，「国語科教育法」
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に中学校・高等学校の教育現場との連携という
要素を取り入れることが，授業の成果を効果的
なものにすることにつながる。日ごろから教育
現場とのネットワークを確立して，ここで紹介
したような方法を導入することができるように
しておきたい。
4　「メタ授業」としての要素を生かすために
続けて実際の授業において「メタ授業」とい
う要素をどのように実現するのかを，具体的に
論述する。前述のように受講者への配慮という
点を最も重要な授業のスキルとしてとらえたわ
けだが，授業における「メタ授業」という側面
を実現するための第一の方法は「模擬授業」で
ある。模擬授業は，まさしく「メタ授業」とし
ての側面を最も端的に表す方法と言えよう。授
業展開のための基本的なスキルの習得には，受
講者による模擬授業を積極的に導入する必要が
ある。授業時間の制約とクラスサイズの問題か
ら，受講者全員に課することは困難ではあるが，
教室での授業実践の体験から得るところは大き
い。
原則として受講者全員が，模擬授業が実施で
きる場を設定できるようにする。クラスサイズ
の関係から全員の担当が困難な場合には，希望
者を優先して実施する。各自の問題意識に即し
て，目標，教材∴指導法；評価にういて検討‾し
たうえで学習指導案を考案してレジュメを作成
する。模擬授業の時間は20分を基準として，学
習指導案の中の最も特徴的な箇所について教室
で実際に授業を展開する。授業者以外の受講者
は「生徒役」となって模擬授業に参加する。教
材や補助資料も実際に作成して印刷・配布し，
あわせて学習指導案も授業の前に配布する。視
聴覚資料を用いた授業も実施可能にして，担当
する学生には多様な可能性を追求させるように
する。
必ず模擬授業の後に研究協議の時間を設定し
て，発表内容に対する研究協議を実施する。担
当者が司会と助言をしなから，質問・意見・感
想などを引き出すようにする。さらに受講者に
はレポートに授業のコメントを記入させ，受講
者全員のコピーを授業者にフィードバックする
という方法を通して，より多くの意見を吸収で
きるように配慮する。時間や設備面での余裕が
あれば，模擬授業の録画をしてそれを再生しな
がら検討することもできるが，事後の研究協議
が充実したものであれば録画をしなくても十分
な効果を挙げることができる。なお「授業のカ
ンファレンス」10および「ストップモーション
方式」11などの授業研究では，授業をビデオに
録画するという手続きが必要不可欠なものになっ
ているが，映像として録画できる内容は限られ
たものである。実際の授業においては教室空間
に様々な出来事が発生しているわけで，録画に
よって授業のすべてが記録できるものではない。
「国語科教育法」の中で模擬授業のような実践
的な場を経験することは，受講者にとって教育
実習に対する意欲を喚起することにもつながる。
授業における「メタ授業」としての側面を実
現するための第二の方法は，「国語科教育法」
の授業そのものを「テクスト」として受講者に
提供することである。そして本稿ではこの方向
を特に重視している。わたくし自身の教育現場
での体験を踏まえて考えてみると，勤務したの
が私立学校ということもあって，学校では他の
同僚の授業を見学したり，自身の授業に対する
同僚からの助言を受けたりする授業研究の機会
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は決して多くはない。授業の基本的なスタイル
を身につけるためには，自身が受けてきた国語
教育，そして教育実習時における指導教諭から
の助言を参考にするしかなかった。
そこで大学の教職課程における教科教育法の
授業において，授業のスタイルそれ自体を提供
する機会を設けることができれば，受講者の授
業構想に実際に役立つことができる。受講者は
単に受動的に授業を受けるだけではなく，授業
を一つの研究対象として把握し，能動的に国語
科教育の課題を引き出すべく努力することにな
る。この「メタ授業」とも称すべき構造を，積
極的に「国語科教育法」に取り入れることにし
たい。では，「メタ授業」を推進するためには
具体的にどのような授業内容を扱えばよいのだ
ろうか。次にわたくし自身の実践から一つの具
体例を紹介する。
わたくLは学部のすべての授業において毎授
業時間ごとに「研究の手引き」「研究資料」お
よび「授業レポート」と称するプリントを作成
し，それらを用いた扱いを工夫している。個々
の授業の目標や内容を「研究の手引き」と称す
るレジュメに要約して，毎時間配布する。授業
中に用いる教材は，「研究資料」としてまとめ
ておく。そして授業では「授業レポート」とい
う用紙をあわせて配布する。受講者は「研究の
手引き」一における目標や学習内容を確認しなが
ら，自分で考えたこと，および授業中に話題に
なったことなどを「授業レポート」にまとめる
ことになる。「授業レポート」は授業終了時に
毎時間提出させ，教師が内容を点検してから返
却をする。
この「研究の手引き」「研究資料」と「授業
レポート」を作成し印刷することは，教師側の
教材研究であり，また授業構想の具体化でもあ
る。そして「授業レポート」は，受講者にとっ
て「ノート」として自由に書くことができるよ
うに配慮する。「研究の手引き」に従って授業
が展開され，その授業展開に応じて「授業レポー
ト」が作成される。「授業レポート」には，「個
人レベル」および「クラスレベル」の欄をそれ
ぞれ設けることにする。「個人レベル」の欄に
は，授業において提起された様々な課題につい
て，受講者が自分自身で感じたことや考えたこ
とをまとめる。これに対して「クラスレベル」
の欄では，クラスの他の人が発言した内容や，
教師が説明したことなどをメモすることになる。
すなわち，「個人レベル」の欄においては，考
えたことをまとめつつさらに認識を深めるため
に使用し，「クラスレベル」の欄は，授業中の
様々な発言の内容を把握して要点をまとめるた
めに使用する。書くことの機能を生かしつつ，
毎日の授業において有効に用いることができる
ように工夫したい。
「授業レポート」には，授業内容から逸れた
ことでも自由に書くことができる欄として，
「本日のひとことメモ」を必要に応じて設けて
おく。授業中に受講者の意識は多様に広がり，
授業内容から離れたことでも貴重な発見や問題
意識を伴うことがある。それを「授業レポート」
に書－くことによって，さらに発想が豊かになり，
認識が深まることを期待している。そして「本
日のひとことメモ」の欄には，授業中に感じた
ことを自由に書くことにする。それはまた教師
との対話の場所にもなる。「授業レポート」は
すべての受講者に提出させることになるが，必
ず教師が目を通してから希望者に返却する。そ
の際に「本日のひとことメモ」のコーナーには，
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特に教師の側からも簡単なコメントを記入して
から返却する。教師には多大な負担がかかるこ
とになるわけだが，このコメントによって受講
者の中には「書くこと」への新たな意欲が喚起
され，少しずつでも「書くこと」に意欲的な姿
勢が芽生えてくる。
「研究の手引き」は，実際に授業で受講者に
語りかけるようなスタイルで作成する。作成し
ながら，頭の中で授業のシミュレーションをす
る。そのときにはいつも授業を受ける側の立場
になって，様々な問題を検証することにする。
授業のシミュレーションにおいては，常に受講
者の表情が見えるようにしたい。「研究の手引
き」の作成は，授業構想を具体化することでも
ある。授業構想は1年間を通したもの，単元お
よび教材単位のもの，そして個々の授業時間ご
とのものをそれぞれ検討し，相互の関連を図る。
「研究の手引き」は単元や教材ごとに概要を作
成したうえで，授業の展開に即して細部を調整
したうえで完成させる。特に「授業レポート」
を通して把握した前の授業における受講者の反
応を，そのまま次の授業に生かすことができれ
ば効果的である。
以上のような方法は中学校・高等学校の教育
現場で長く用いてきた指導法であるが，これを
そのまま「国語科教育法」を含めた大学の授業
に導入している。‾受講者は授業を受けながら，‾
同時に授業を展開するための一つの方法論を知
ることができる。教育実習の際に，指導教諭の
指導を受けつつ，「研究の手引き」や「授業レ
ポート」を作成して，それを用いた授業を展開
した学生もある。そのとき，「国語科教育法」
はまさに「メタ授業」としての側面を踏まえた
授業として機能したことになる。
グループ学習という指導法について研究する
際には，単に学習の進め方に関する講義をする
だけではなく，実際に「国語科教育法」の中で
グループ学習を実践し，その展開の中から受講
者が様々な課題を抽出できるように配慮する。
たとえば，個々のグループに対する課題の出し
方，学習時の教師の指導の在り方，グループ学
習を進めるための司会の方法などを，実践を通
して学ぶことができるように配慮する。また国
語科教師論について研究する際には，担当者自
身が受講者に対して教師としての在るべき姿を
示すべく努力しなければならない。
先述したように，教育実習で授業を担当する
際に最も重要なスキルは，一人ひとりの学習者
に対する配慮という面である。「国語科教育法」
の授業では，この点に対応するために，個々の
受講者に十分に配慮した授業を展開するように
心がけている。声の大きさ，指名の仕方，発間
と指示の方法，受講者の発表をフォローしたり
他の受講者との交流を促したりするための方法，
そして板書や机間支援等々，すべて受講者が実
際に教室で授業を展開するための参考に資する
ように心がけている。すなわち，「国語科教育
法」の授業自体を「テクスト」として受講者に
提供することが，最も重要な授業の在り方にな
る。受講者は身近な「国語科教育法」の授業の
中から，‾あたかも職人が師匠から技を盗むかの
ように，自らの独創的な授業を構想する際のヒ
ントを得る。教育実習の際にそのヒントに基づ
く授業を実践し，結果を検証することができれ
ばさらに効果的である。
大学の授業はとかく担当者と受講者との間に
距離が生じやすい。「国語科教育法」の授業は
受講者の数が70名前後であることから，一人ひ
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とりの受講者との対話を実現するのは決して容
易ではない。そこで毎時間提出させる「授業レ
ポート」の「本日のひとことメモ」欄は，受講
者との対話の場所として生かすことができる。
さらに，氏名を覚える，質問や相談の時間を設
ける，授業以外の場所での交流も積極的に実施
する等の配慮によって，彼らとの対話を密にす
ることを担当者側の大きな目標とした。
5　授業の概要
以上に述べてきたような方向で「国語科教育
法」の授業内容を検討したとき，具体的にどの
ような授業が展開できるのだろうか。本節では
わたくし自身の早稲田大学における実践に即し
て，授業内容を大きく6項目に絞ったうえで，
さらにそれぞれ小項目を立てて，その概要をま
とめて論述することにしたい。
①　担当者からの問題提起とそれに基づく受講
者のディスカッション
i　受講者が受けてきた国語科教育の分析
「国語科教育法」の授業は，まず個々の受講
者が自らの受けてきた中等教育における国語科
教育の回想から出発する。受講者の被教育体験，
すなわち中学・高校時代に受けてきた国語科教
育を回想しつつ，その特徴と問題点について協
議する。目標，教材，指導法，評価の問題，さ
らに受験制度の問題など，一扱う話題は多岐にわ
たることになる。授業は，「個人レベル」「グルー
プレベル」「クラスレベル」の3つの位相を設
定して，これらを交流させることによってそれ
ぞれの考えを深めることができる。個人の考え
をまずグループで検証し，さらにクラス全体の
話題として提起する。受講者自身の被教育体験
から，国語教育，学校教育への大きな問題意識
を喚起することになる。
這「読み」の指導の在り方に関する研究
特に文学教材の読みの指導をめぐって，研究
文献によって先行研究の概要を提示したうえで，
受講者による意見交換を実施する。主題をどう
扱うか，一つの読みを強要することができるの
か，評価をどうするのか，国語教育と道徳教育
とはどのように異なるのか等々，多様な話題が
出て，活発な論議の展開が期待できる。授業で
は，それらの問題に即した資料を用意して受講
者に提供したうえで，授業では十分に時間をか
けて討論を重ねるようにした。
邑　効果的なグループ学習の進め方に関する研
究
例えば「古典入門期の指導の工夫」「小説教
材の効果的な扱い方」等の研究テーマを掲げて，
受講者がグループ学習を展開する。5名から6
名のグループ編成によるディスカッションを実
施した後で，各グループの代表者が簡単な総括
を発表する。それと同時に，効果的なグループ
学習の進め方について実践を通して検証を試み
る。その際，グループ学習時の指導方法につい
て，受講者の参考に資するような扱いを心かけ
る。たとえば，グループ編成の方法，司会の決
め方，発表の方法などの要素に配慮した扱いを
工夫することにした。
②　担当者の講義
i　学習指導要領とカリキュラム編成について
続いて，担当者の側からのレクチャーを中心
とした形式の授業内容に言及する。まず学習指
導要領の歴史を概観しつつ，最新の学習指導要
領を例として，改訂の要点，国語科の各科目の
特徴，現場のカリキュラム編成に関する話題な
どを講義する必要がある。特に受講者が受けて
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きた当時と異なる学習指導要領に基づくカリキュ
ラムになっている場合には，注意が必要となる。
授業担当者は受講者に的確な情報を提供しなけ
ればならない。
邑　国語科教科書の編集について
国語科教科書の特徴，教科書検定制度の特徴，
一冊の教科書が完成するのでの手順，教科書採
択，教科書のサポート・ネットワーク・プログ
ラム12，海外の国語科教科書との比較などにつ
いて講義をする。特に「検定」および「採択」
という二つの制度の現実について，具体例に即
したレクチャーが必要となる。わたくLは自身
の教科書編集の経験に基づいて，実際の「白表
紙本」や「TM」等を持参して，受講者の関心
を喚起するように配慮している。
邑　教材化の具体例について
まず，学習者が興味・関心を持つ素材を教材
として発掘する際の方法と留意点について講義
する。さらにそれらの素材をどのような方法に
よって授業で扱えるようにするのかという具体
例を示し，教材化13の方法について講義する。
その際，文字媒体の素材にとどまらず，広く映
像や音声にも目配りをして，国語科におけるメ
ディア・リテラシーの授業の可能性についても
言及する。特に映像については，今後の国語教
育を考える際に必要なものとして取り扱う。
料‾　国語教師の現状について‾　‾‾
中学校・高等学校の現場で，国語教師は実際
にどのような業務を担当するのかという問題は，
受講者にとってきわめて現実的な，重要な問題
である。そこで前に話題にしたように，この間
題に関してはゲストコメンテーターとして現場
教師を招いての特別授業を企画する。教師の立
場から，教育実習生に対して臨むこと，さらに
現場の実態，教師の生活の現状，さらに教員採
用に関する話題等々，受講者にとってきわめて
有益な情報が提供される。例年きわめて好評で
あることから，毎年続けて実施しているもので
ある。なおここで，大学院との交流として，現
職教員の院生を「国語科教育法」の授業に招く
ことは，招かれた院生にとっても大切な研究の
機会となり，相互に意義ある場になるという長
所があることを付記しておきたい。
③　担当者の提示する課題に基づく演習
i　「交流作文」と評価
次に，受講者に対して特定の課題を提示して，
それぞれの課題に取り組ませるという形態の授
業内容を紹介する。まず中学・高校生を対象と
した作文や読解の課題を作成し，その課題を実
際に現場の中学・高校生に取り組ませるという
試みは，わたくLが「交流作文」と命名したも
の14である。現場の学習者が取り組んだ結果を
再度受講者にフィードバックして，評価を実施
する。教育現場との交流を意識した課題である。
この課題では，必ず評価の問題をともに扱うこ
とになる。単に現場との交流に終わらせること
を避けて，学習課題の作成と評価という「国語
科教育法」の主要な事項を，「交流作文」と称
して授業の中に組み込む必要がある。
辻　教材となる素材の発掘
一一一実際に授業で用いることができるよう－な教材
を発掘し，教材化の意図を添えて提案する。提
案された素材に関しては，授業中に印刷配布し
て全員で読み込み，教材としての是非を検討す
る。あわせて教材化の際の問題について吟味す
る。この課題は，前期末のレポート課題に反映
させたうえで，後期の模擬授業の場において検
証する。
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嵐　提示された素材の教材化
新たに教科書に収録された新素材を提示して，
その「注」と「学習の手引き」を受講者に工夫
させることも必要である。受講者による検討が
済んだ際に，参考として実際の教科書における
教材化の具体例を紹介する。さらに受講者が発
掘した教材案に関しても，教科書教材と同様の
手順を経て，実際に教室で扱うことができる形
にする。これは前項の教材発掘とともに，「国
語科教育法」における重要な課題である。
料　板書の技術開発
国語科の授業における板書の方法について，
教材を定めたうえで具体的な場面に即して検討
する。授業において実際に板書を試みることに
よって，効果的な方法を工夫する。あわせて，
教師用指導書に記載された実際の板書例を紹介
する。模擬授業では実際に板書する場面を取り
入れ，他の受講者からの評価を参考にして検討
する。
Ⅴ　発間と指示の検討
具体的な教材について，授業ではどのような
発間をし，さらに学習者に対してどのような指
示をするのが効果的かを検討する。実際に発間
と指示を工夫し，受講者が授業で相互に紹介し
て，その効果を検証する。
④　学習指導案の作成
一　授業で取り上げた教材について，その教材を
用いた具体的な授業展開を紹介する。授業に際
しての学習指導案の実例を提示し，その作成方
法について講義する。さらに受講者に学習指導
案を作成させて，相互にその問題点を検討する。
教育実習において，学習指導案の作成は必須の
事項となる。「国語科教育法」において十分に
扱ったうえで，個々の受講者が必ず自分の力で
学習指導案が作成できるところまで指導しなけ
ればならない。特に単元全体の学習指導案と個々
の授業時間ごとの指導案について，それぞれ作
成できるように取り扱う必要がある。
⑤　研究発表
原則として受講者全員が研究発表もしくは模
擬授業の形態によって個々の研究成果を総括す
る場を設定する。クラスサイズの関係から全員
が担当できない場合には，希望者を優先して実
施する。研究発表は，原則として前期末の授業
に取り入れる。研究発表を希望した受講者は各
自の問題意識に即して，目標，教材，指導法，
評価について検討したうえで学習指導案を作成
して発表する。必ず発表の後に短時間でも意見
交換の時間を設定して，発表内容に対する研究
協議を実施する。担当者が司会と助言をしなが
ら，質問・意見・感想などを引き出すようにす
る。発表の時間は20分を基準として，全体の発
表者数によって調整する。受講者全員に提出さ
せる「授業レポート」では，個々の研究発表に
対する評価のコメントを記入させる。それをコ
ピーして切り離したうえで，発表者にフィード
バックすると，受講者の様々な意見を知ること
ができて参考になる。なおこの方式は，模擬授
業の際にも取り入れることにしている。
⑥　模擬授業
－一研究発表と同じ趣旨で作成した学習指導案に
基づいて，実際に授業を提案する。受講者には
あらかじめ希望を取って，研究発表か模擬授業
のいずれかの形態を選択させる。2種類の形態
を用意するのは，構想した授業によっては研究
発表よりも模擬授業の形態に適したものがある
し，その逆の場合もあることによる。またそれ
ぞれの形態を通して，受講者の問題意識が多様
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に広がることをも意識したからである。模擬授
業では時間は20分を基準として，学習指導案の
中の最も特徴的な箇所について実際に授業を展
開する。教材や補助資料も実際に作成して印刷・
配布し，あわせて学習指導案も授業の前に配布
する。視聴覚資料を用いた授業も可として，模
擬授業を担当する受講者に多様な可能性を追求
させるようにする。模擬授業の場合にも，終了
後に研究協議の時間を設けて，受講者側の学生
との間で質問・意見・感想の交流をする。さら
に「授業レポート」にコメントを記入させ，そ
のコピーをフィー下バックするという方法を通
して，より多くの意見を吸収できるように配慮
する。「国語科教育法」の中でこのような実践
的な場を経験することは，受講者にとって教育
実習に対する意欲を喚起することにもなる。な
お，担当者自身が毎回の授業を「模擬授業」と
して受講者に提供し，様々な研究課題を発掘す
るように促すことも重要である。そのような姿
勢がなければ，「メタ授業」としての特色を生
かすことはできない。
「国語科教育法」の評価は，出欠確認も兼ね
て毎時間提出する「授業レポート」の内容と，
前期・後期の学期末にそれぞれ提出する「まと
めのレポート」を中心に実施する。「まとめの
レポート」の課題は，研究発表や模擬授業を担
当‾した場合と‾，‾‾‾レポこ‾ト提出のみの場合と‾に分
けて提出する。前期・後期ともに具体的な授業
を構想するという課題を中心として，教材や学
習の手引きおよび学習指導案を提出することに
なるが，研究発表もしくは模擬授業担当者が授
業時にすでに資料として提出した場合には，そ
れらをレポートの一部として充当することがで
きるものとする。
6　今後の課題
「国語科教育法」のカリキュラムに関わる課
題として，全体の授業時間数をいかに確保する
かという問題がある。教育実習の際に実際に役
に立つ内容をすべて扱うようにすると，授業の
時間は決して十分なものとはいえない。さらに
問題となるのはクラスサイズで，それが大きい
ことから個々の受講者に対してきめ細かい配慮
を徹底することは困難である。特に模擬授業に
関しては，多くの受講者に体験させることに主
眼を置くため，個々の授業に関する研究協議の
時間が十分に確保できない場合が多い。研究協
議のために満足な時間が取れないことから，わ
たくLは前述のように，担当者の発表および授
業に対する受講者のコメントを，「授業レポー
ト」に毎回記入させることにしている。それを
コピーしてまとめたうえで担当者にフィードバッ
クすると，研究協議と同様の効果が期待できる。
時間数およびクラスサイズという制約を克服す
るために，授業には様々な工夫が必要となる。
さらにまた，今後の日本はいっそう国際化が
進展すると思われることから，「国語科教育法」
にも国際化に対応した授業内容を取り入れなけ
ればならない。この点に関しては，2006年度お
よび2007年度には大学院の外国人留学生に授業
への参加を要請して，出身国の「国語」教育の
紹介を依頼している。諸外国の「国語」教育と
の比較を通して，日本の国語教育の課題を広い
視野から検証することは，受講者の興味・関心
を喚起できる意義ある試みとなる。
「PI SA型読解力」が話題になり，フィン
ランドの国語教育が世人の関心を集めた。早稲
田大学国語教育学会の例会15でも「世界の国語
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教育」というテーマが取り上げられた。21世紀
の国語教育を考える際に国際的な視野を持つこ
とは，重要な課題となる。その視野を，大学に
おける教師教育においてもぜひ取り入れること
にしたい。
「国語科教育法」の授業に求められるのは，
授業の活性化という要素である。単なる資格取
得のための科目という意識を払拭して，受講者
がより積極的かつ主体的な姿勢で取り組むよう
に導く必要がある。受講者と担当者とのコミュ
ニケーションの確立は，授業の活性化に直結す
る。それは中学校・高等学校の授業とも何ら変
わることはない，普遍的な授業成立の条件でも
ある。担当者と受講者，および受講者相互のイ
ンタラクティブなコミュニケーションの実現に
よって，授業は活性化する。それがそのまま授
業の理念として受講者の中に位置付けられると
き，「国語科教育法」と教育実習，さらに教育
現場とは結ばれることになる。「国語科教育法」
の授業それ自体の活性化なしに，教育実習での
授業を活性化することは望むぺくもない。「メ
タ授業」という要素を生かすためには，担当者
の側にも厳しい課題が突きつけられることにな
る。
管見によれば，大学における授業の在り方に
関する先行研究は多くはない。教育現場と直結
する教職課程教育の授業研究の活性化に，期待
を寄せたいところである16。教科教育法の担当
者の間で連絡を密にして情報交換を実施し，よ
り効果的な授業内容を構築する必要がある。
教育現場と切断したところで，国語教育の研
究を進めるべきではない。教育という出来事は
常に学校という現場で起きている。教育現場に
おける国語教育，とりわけ授業の質的な向上の
ために，有効な研究成果が求められている。そ
して国語教育に関する研究の成果は，現場の授
業内容の質的な向上に生かされることが好まし
い。大学の授業担当者は，国語教育の研究を展
開しながら，同時にその研究成果を担当する授
業にそのまま反映させる必要があるのではない
か。国語教育研究と実践をともに推進させるこ
とは，「国語科教育法」担当者の重要な仕事で
ある。
本稿では，教職課程教育としての「国語科教
育法」の効果的な扱い方をめぐって，主として
自らの大学での実践に基づいてまとめてみた。
繰り返し主張した点は，「メタ授業」という要
素を生かすように配慮すること，すなわち「国
語科教育法」の授業それ自体を一つの「テクス
ト」として研究の対象とするということである。
受講者は，授業を通して提供された様々な情報
を個々にしっかりと受け止めたうえで，自身の
授業構想に生かすべく努力することができる。
受講者は，特に学習者への配慮という点に注意
を向けなければならない。それは決して授業に
おける技術的な側面にとどまることはない。国
語教師としての基本的な姿勢をも，受講者が
「国語科教育法」の授業から直接学べるように
心かける必要がある。これがまさしく教科教育
法の「メタ授業」という側面にはかならない。
「国語科教育法」の授業内容を検討すると，
国語教育の様々な課題と出会う。それらに対す
る研究を深めながら，同時に「国語科教育法」
の授業内容の充実を求めるのは，決して無理な
ことではない。それどころか，研究と実践の両
立はむしろ当然のことというべきであろう。単
に国語教育研究を「研究」として深めるだけで
はなく，その成果を常に「実践」にフィードバッ
14　　「国語科教育法」をどのように扱うか－「メタ授業」としての要素を生かすために－（町田）
クするように心かけなければならない。これか
らますます国際化が進むことが予測される現在，
どのような国語の授業が求められているのかを
明らかにしつつ，理想的な授業の在り方を提案
することは，大学の国語教育担当者の重要な仕
事である。大学における授業研究の活性化は，
国語教育研究の活性化に直結すると考えている。
特に国語科教師教育の充実に向けて，「国語科
教育法」の授業研究を推進することにしたい。
付言己
本稿は拙稿「大学の国語科教師教育を考える－
『国語科教育法』の効果的な扱い方」（浜本純逸先
生退職記念論文集『国際化の中の国語教育』く渓水
杜，2008〉所収）をもとにまとめたもので，内容
に一部重複する箇所がある。
注
1　拙稿「『国語科教育法』の授業論一大学の授業改善に
向けて」（『早稲田大学大学院教育学研究科紀要・第
十三号』早稲田大学大学院教育学研究科，2003．3），
同「大学における『国語表現』の授業構想」（『早稲
田大学大学院教育学研究科紀要・第十四号』早稲田大
学大学院教育学研究科，2004．3）など。
2　拙稿「大学の授業改善への一視点－『国語』関連科目
の場合」（『早稲田大学大学院教育学研究科紀要・第
十五号』早稲田大学大学院教育学研究科，2005．3）
など。
3　「メタ授業」とは，「授業そのものを授業する」という，
一種の入れ子構造型の授業を意味する。すなわち，
「国語科教育法」の授業そのものをテクストとして，
新たな授業の可能性を追求するという方向である。
4　－早稲一田大学教職課程の調査による－6…
5　早稲田大学教職課程の調査により，文部科学省に報告
された資料に基づく。年数は報告した年で，2007年に
報告したデータは2007年7月20E】の時点での予定数と
なっている。数値は学部・大学院の卒業生，および正
規採用と期限付き採用の数を合計したものである。
6　筆者の所属する，大学教育学会，日本高等教育学会等
においても，大学の授業改善に関する研究が展開され
ている。
7　大学における国語科関連科目の授業改善に関わる優れ
た先行研究に，鶴田清司『国語科教師の専門的力量の
形成一授業の質を高めるために』（渓水社，2007．4）
がある。
8　「国語科教育法」の授業の目標と方向性に関しては，
すでに拙稿「現場と結ぶ教師教育－『国語科教育法』
の授業諭」（「月刊国語教育研究」2001．1），同「『国
語科教育法』の授業論一大学の授業改善に向けて」
（注1に同じ）などで言及したが，本稿ではその内容
を踏まえつつ要点を整理して論述した。
9　拙稿「『交流作文』の可能性を探る一大学での実践に
即して」（『学術研究一国語・国文学編・第五十五号』
早稲田大学教育学部，2007．2）において，具体的な
取り組みを紹介した。
10　ビデオに録画した授業をもとにした授業研究の方式で
あり，稲垣忠彦『授業を変えるために－カンファレン
スのすすめ』（国土社，1986．7）などに紹介されてい
る。
11録画した授業を途中で映像を一時停止しながら，教師
の教授行為や学習者の反応などについて研究するとい
う授業研究の方式。藤岡信勝『ストップモーション方
式による授業研究の方法』（学事出版，1991．9）など
に紹介されている。
12　教科書とセットで販売されている教師用指導書（TM）
の総称。教材解説はもちろん，「学習の手引き」の解
説と解答例等に加えて，教材資料集，試験問題の実例
集等が備わり，さらに加えてフロッピーディスクやビ
デオなどもセットになった，授業担当者にとって懇切
丁寧な内容になっているのが特徴である。
13　教科書編集における「教材化」とは，一般には「本文
批評」「注の作成」「学習の手引きの作成」の3つの方
法に基づいている。ここでは主に「学習の手引き」の
作成を「教材化」として把握することにしたい。
14「交流作文」の具体的な展開に関しては，注9の拙稿
で紹介した。
15　2007年12月22日に開催された例会。
16　第2節で引用した沖縄国際大学『国語科教職課程の展
開一国語科教育実践力の探求』（渓水社，2006．3）な
どは，貴重な研究成果である。
